
第３学年〇組 外国語科学習指導案 

指導者 堀居 太郎  

１ 単 元 SUNSHINE ENGLISH COURSE 3 Our Project 8 “あなたの町を世界に PR しよう” 

２ 指導観 

○ 新型コロナウイルスは世界中で猛威を振るい，ロックダウンや緊急事態宣言などにより，福岡

の外国人入国者数は 412万人。前年度の 13％程度まで減少し，観光業に大きな打撃を与えている。

この状況下で，自身の故郷の伝統や文化などの魅力を世界に発信する力が求められている。 

  本単元は，外国人観光客を福岡に呼び込むための動画を制作することを通して，相手を説得す

るための文章構成や表現方法，内容，間，強勢などの英語特有の非言語的要素を身につけること

をねらいとしている。学習内容としては，関係代名詞 who，which（主格），英語の音声の仕組みや

英語らしい発声の仕方，間や抑揚，強調の仕方などがある。 

  この学習を通して生徒は福岡の観光名所や観光資源について知り，それらについてより詳しい

情報を提示することで，外国人に良さを伝えることが求められる。また，動画に対してナレーシ

ョンを録音することで，子音の連続やリンキング，リダクションなど英語特有の発音の特徴や日

本語との違いを捉えることができる。したがって，本単元を学習することは，豊かな言語感覚を

養い，聞き手の状況や反応を予想しながら，情報の提示の仕方を判断したり，より詳しい情報を

伝えるための技能を適切に使いこなしたりする力を育成する上で大変意義深い。 

○ 本学級の生徒はこれまでの学習で，日本と諸外国の文化の違いを中学３年生までの既習の語彙

を使って比較し，紹介したり，ALT に向けて，日本の偉人を紹介したりする活動を行っている。

事前のアンケート調査において，相手に話を伝える時に必要なことは何かと問うと，「情報を正確

に伝えること」や「先に結論を話してから，説明をする」など〇％の生徒が内容面について回答

し，「はっきり話すこと」や「資料を使って説明をする」など，技能面について答えた生徒は〇％

であった。その中で，「相手に問いかけをする」や「聞き手に伝わるように話す」といった，相手

に意識を向けた回答をしたのはわずか〇名だった。また，「英語を話すときに意識していることは

何か」という質問には，「流暢に話すこと」や「正確な発音」といった音声技能面についての記述

がほとんどであった。これらのことは，英語で相手に話をする際に，「どう伝えるか」という，発

信する側についての意識は多くみられるが，受け手についての意識にまで目が向いていないこと

を表している。このことから今後，「誰に」，「何を」伝えたいのかという，話を伝える対象への意

識を持った内容面の工夫が必要である。加えて，間の取り方や，抑揚など，発音以外の要素にも

目を向けさせた発話面の指導をしていくことが必要不可欠である。 

○ 本単元の指導にあたっては，新型コロナウイルスで激減した外国人観光客を再び福岡に呼び戻

すためのＰＲ動画を制作する活動を通して，相手を説得するための文章構成や表現方法，内容，

間，強勢などの英語特有の非言語的要素を身につけさせたい。そのためにまず，紹介する福岡の

観光地を決定させる。ここでは，学習課題に対しての必然性を持たせるために，福岡の観光消費

額が大幅に落ち込んだ福岡市観光統計のデータを提示する。次に，福岡の観光地を紹介する台本

を作成させる。ここでは，関係代名詞（主格）の用法を把握させるために，福岡にまつわる人物

を紹介させたり，東京タワーの特徴を表す例文を提示したりする。さらに，福岡の観光地の紹介

動画を撮影する。ここでは，音量，抑揚，動画とのマッチングの点で，効果的な発話になってい

るかを確認させるために，評価シートに記入させる。その際，リンキングやリダクションなどの

英語特有の発音方法に気付かせるために，英語の音声を，原稿を見ながら聞かせ，文字の通りに

発音されていない部分でどのように発音されていたのかを問う。最後に，福岡の観光地の動画を

作る活動を振り返る。ここでは，本単元での成果と課題を振り返らせるために，１回目と２回目

の動画を比較させ，工夫した点や変わった点を問う。 

３ 目 標 

○ 関係代名詞（主格）who, which の意味や用法を把握し，それらを用いて，福岡の観光地につい

て，その特徴や発祥など，詳しく説明することができる。 

○ 福岡の観光紹介動画を制作する活動について，外国人に福岡の魅力を知ってもらうために，映

像に合わせた，情報量や発話方法を工夫しながら動画を撮影することができる 

○ 福岡の観光紹介動画を制作する活動について，外国人に福岡の魅力を知ってもらうために，時

間や伝える対象など，映像に合った簡潔な紹介文を作ろうとしている。 



４ 計 画（１１時間）            知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

次 配時 学習活動・内容 手だて（○）研究に関する手だて（◎） 評価規準 

一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  

 

 

１ 紹介する福岡の観光地を決定

する。 

(1) 紹介する福岡の観光地につ

いて話し合う。 

・福岡の観光名所 

(2) 福岡の観光地の紹介内容と

分担について話し合う。 

 ・外国人が福岡県に求める要素 

 ・福岡県の魅力 

 

 

 

○ 学習課題に対しての必然性を

持たせるために，福岡の観光消費

額が大幅に落ち込んだ福岡市観

光統計のデータを提示する。 

 

○ 紹介する内容を吟味させるた

めに，日本人,外国人両者の視点

から見た福岡の魅力を話し合わ

せる。 

態：自分の住んでいる

地域の魅力を,外国

人に伝わるような

動画にしようとし

ている。 

 

二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ２ 福岡の観光地を紹介する台本

を作成する。 

(1) 福岡の観光地について説明

するについての文を作成する。 

・関係代名詞 who（主格）の用法 

(2) 観光地のおすすめについて

の文を作成する。 

・関係代名詞 which（主格）の用

法 

(3) 台本を付加修正する。  

・ナレーションの要素・構成 

 

(4) 作成した台本を班で交流す

る。 

・パラフレーズの有用性 

○ 関係代名詞 who（主格）の用法

を把握させるために，福岡にまつ

わる人物を紹介する。 

 

 

◯ 関係代名詞 which（主格）の用

法を把握させるために，東京タワ

ーの特徴を表す例文を提示する。 

 

○ 時間的な制約がある中での表

現の方法に気付かせるために，海

外の CM を視聴させる。【Ｂ６】 

◎ 多様な表現や方法に気付かせ

るために，他班と交流する場を設

定する。【Ａ３】【Ｃ２】 

知：関係代名詞 who，

which（主格）を使

って，福岡の観光地

の特徴を文で表現

することができる。 

 

 

 

 

思：限られた時間や語

数で，福岡の観光地

の魅力を表す文章

を作成することが

できる。 

三 ４ 

 

 

 

 

３ 福岡の観光地の紹介動画を撮

影する。 

(1) 紹介動画の撮影に向けた練

習をする。 

 ・自身の話し方の特徴や癖 

（2） 紹介動画を撮影する。 

・音声録音時の発話方法 

○ 聞き取りやすい発話であるか

自己評価させるために，録音した

ものを聞かせ，聞こえ方を問う。 

 

 

◯ 録音時の発話の注意点に気付

かせるために，会話と録音時の発

話方法の違いを問う。 

思：映像に合わせた，

発話方法を工夫し

ながら動画を撮影

することができる。  

 

本

時 

 (3) 録画した動画を他の班と交

流，評価し合う。 

 ・動画に合わせた発話の要素 

◎ 音量，抑揚，動画とのマッチン

グの点で，効果的な発話になって

いるかを確認させるために，評価

シートに記入させる。 

【Ａ３】【Ｃ２】 

 

 (4) 評価シートをもとに動画を

撮り直す。 

 ・強勢や間の必要性 

◯ より，動画に適した発話を意識

させるために，評価シートを参考

に不足している部分を改善する

よう促す。 

 

四 １ ４ 福岡の観光地の動画を作る活

動を振り返る。 

・福岡の観光地を紹介すること

の価値 

・本題材での成果と課題 

◎ 本題材での成果と課題を振り

返らせるために，１回目と２回目

の動画を比較させ，工夫した点や

変わった点を問う。 

【Ａ３】【Ｂ６】 

態：本題材の成果と課

題から，次の学習へ

結びつけようとし

ている。 

学習課題 

 福岡観光紹介動画を作ろう 



５ 本 時 令和３年〇月〇日（〇） 第３校時 計画 第三次の３ ３年〇組教室にて  

（1） 主 眼 

    ○ 録画した福岡の観光地紹介動画を他の班と交流，評価し合う活動を通して，映像に合わせ

た，発話方法に必要な工夫を把握することができる。 

（2） 準 備 

  ①学習プリント ②スピーチ動画 ③動物の動画 ④評価シート  

⑤動画ファイル ⑥振り返りシート  

（3） 過 程 

学習活動・内容 準備 手だて(○)と評価(◇) 形態 配時 

１ 前時を振り返り，動画に合わせ

るナレーションの工夫について話

し合う。 

 ・録音時の発話方法の工夫 

  

 

 

 

２ 動画にナレーションを加える際

に必要なことについて話し合う。 

 ・ナレーションに必要な要素 

 

 

 

３ 録画した動画を班同士で見せ合

う。 

(1) 他の班の動画を視聴し，発話

方法について評価する。 

・対象を意識した発話 

 

(2) 評価シートをもとに，他の班

と意見を交流する。 

・間や抑揚などの音声表現の必要

性 

 

４ 本時を振り返り，次の活動へ向

けた改善点を把握する。 

  ・動画に合わせる発話方法の工夫

の必要性 

① 

② 

 

 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

④ 

⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 

◯ 人の顔を見て話す会話との違い

に気付かせるために，話している

人の動画と，同じ内容で音声だけ

のものを視聴させ，その違いを問

う。 

 

 

 

〇 映像を補完するための音声表現

役割に気付かせるために，動物に

ついての２本のナレーションを聞

かせ，ナレーションに必要な要素

を問う。 

 

◎ 明瞭さ，抑揚，速さや間などの

点で，見せる対象を意識した発話

になっているかを確認させるため

に，評価シートに記入させる｡ 

【Ａ３】【Ｃ２】 

 

○ 対象に応じた発話方法の違いに

気付かせるために，各班の動画を

見て気付いたことをスプレッドシ

ートに記入させる。  

【Ａ３】 

○ 次時に向けた自分の課題を把握

させるために，評価シートをもと

に，自身の動画と他の班からの評

価を比較させ，改善できる項目を

挙げさせる。 

◯ 動画の特性を知り，それを補完

する発話方法の工夫の必要性に気

付かせるために，あらためて本題

材の目的・相手を提示する。 

◇  相手に合わせたナレーションに

するために，抑揚や文の区切りな

ど，必要な要素を記述することが

できたか。 

＜評価シート分析，学習プリント分析＞ 
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１０ 

 

 

 

 

 

２５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

  

Today’s Goal   

お互いの動画を見て，ナレーシ

ョンの改善点を見つけよう。 



 

〇 発問計画 

学習活動・内容 発問・説明・指示（Ｔ），生徒の反応（Ｓ） 

１ 前時を振り返り，動画に合わ

せるナレーションの工夫につい

て話し合う。 

 ・録音時の発話方法の工夫 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 動画にナレーションを加える

際に必要なことについて話し合

う。 

 ・ナレーションに必要な要素 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T:前回，動画にナレーションを加えましたが，今までに行っ

たスピーチなどと比べて，話し方に違いはありましたか。 

S:ありました。 

T:それはどんなところでしたか。 

S:はっきり話すようにしました。 

T:はい。他にはありますか。 

S:少しゆっくり話すようにしました。 

T:なるほど。では，なぜそのような工夫が必要だったのでし

ょうか。今から，ひとつ音声を聞いてもらいます。 

 

 英語の音声を流す。  

 

T:聞き取れましたか。もう一度流します。今度は内容は同じ

ですが，話している人の映像付きです。 

  

 映像付きの音声を流す。 

 

T:どうでしょう。どちらの方が伝わりやすかったですか。 

S:動画の方です。 

T:それはなぜでしょう。 

S:表情や口の動きで判断できるからです。 

T:そうですね。では，みなさんの作っている動画はどちらの

方ですか。 

S:顔は写さないので声だけになります。 

T:では，今日は前回撮った動画を見て，音声の部分が表情や

動きがなくても伝わるものかを見直しましょう。 

 

T:映像にナレーションを加える時には，どんな工夫が必要に

なりますか。 

S:はっきり話す。 

T:先程も出ましたね。例えば，おもちゃのコマーシャル，ナ

レーションのイメージは。 

S:明るい。楽しそう。 

T:では，高級な家具のコマーシャルだとしたら。 

S:落ち着いた感じ。 

T:ですね。紹介するものによって，ナレーションは変わりま

すね。もし，紹介するものが同じでも，見せたい年齢が違

ったらどうでしょうか。 

S:話し方は変わります。 

T:そうです。声のトーンや，スピード，文の区切り方なども 

対象によって変わってきますね。 

 

 

 

 

 

 

 

Today’s Goal   

お互いの動画を見て，ナレー

ションの改善点を見つけよう。 



３ 録画した動画を班同士で見せ

合う。 

(1) 他の班の動画を視聴し，評

価する。 

・対象を意識した発話 

(2) 評価シートをもとに，他の

班と意見を交流する。 

・間や抑揚などの音声表現の必

要性 

 

４ 本時を振り返り，次の活動へ

向けた改善点を把握する。 

  ・動画に合わせる発話方法の工

夫の必要性 

T:では，今から他の班の動画を見てもらいます。見せる対象

や，内容を踏まえて，先程話した声のトーンや文の区切り

などが，伝わりやすいものになっているかを評価シートに

記入をしてください。動画は，フォルダに入っているので

どの班のものを見ても構いません。 

T:今度は，他の班からの評価をもとに，改善点を班で挙げて

ください。 

 

 

 

T:では，今日の反省をもとに，次回はナレーションを取り直

します。今日の班での活動を振り返って，自分の班が誰を

相手に何を伝えるのかを踏まえて，何が必要なのかを振り

返りシートに記入してください。 

＜様相観察・リフレクションシート分析，学習プリント分析＞ 

 

〇 板書計画 

Today’s Goal 

お互いの動画を見て，ナレーシ

ョンの改善点を見つけよう。  

 

〇音声のみのものと，動画付き

のものの違い  

 ・表情 

 ・口の動き 

 

 

Act１  ナレーションに必要なこ

とは何だろう  

 ・声のトーン  

  子供…明るく  

  年配の人…落ち着いた感じ  

 ・話すスピード  

  英語圏…語のつながり  

  ESL …言葉をはっきり  

 ・文の区切り  

 ・抑揚  

Act２  他の班の動画を見て，

意見を交流しよう。  

 ・内容  

・対象  

 ・発話の工夫  

 

 

 

 


